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学科の学びと、駒澤大学スポーツ新聞での経験が、自分自身の成長につながっています
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将来について考えたとき、行政に関わる仕事か教員を目
指したいと思い、その両方に通じる学びができる学科を
探す中で駒澤大学の政治学科に出会いました。オープン
キャンパスでは職員の方々が親切に対応してくださり、良
い大学だと感じて受験を決めました。
ジャーナリズム・政策研究所に所属し、駒澤大学スポー
ツ新聞（コマスポ）での活動を通じてマスコミ業界の方々
と交流する機会も得ています。ニュース好きな自分にとっ

て、多くの学びを得られる場となっています。
大学生活を通じて人前で話す機会が増え、ゼミでのディ
ベートやコマスポでの活動を経験する中で、論理的に話
す力や積極性が身についたと感じています。
将来は周囲をよく見渡し、細かな変化に気づける観察力
を持った教員になりたいと考えています。コマスポ編集長
として部員一人ひとりの思いを把握しながら組織を運営
した経験も、その目標につながっています。

伊東 俊翔さん
政治学科 ３年
東京都立北園高等学校 出身

卒業に必要な単位：128単位
専門教育科目：92単位
全学共通科目：30単位
広域選択：6単位

選択必修：40単位
選択：52単位

成長の
プロセス

選　択

選択必修

１年次 ２年次 3年次 4年次
政治・行政の入門科目を中心に
政治社会の骨組みについての
知識と考え方を学ぶ。

将来の目標に応じて主体的に
コースを選択し、各コースの基
礎となる知識と方法を身につ
ける。

実践や実務を視野に入れた、各コースの専門的・発展的内容を学ぶ。
他学部・他学科の関連科目にもチャレンジできる。少人数の演習では、
これまでの知識を応用して研究・調査する。

● 日本政治入門
● 現代政治理論入門
● 政治史入門

● 政治学基礎
● 憲法

● 現代政治分析入門１
● 現代政治分析入門２

● 国際関係入門
● 国際社会入門

● 行政学・公共政策入門
● 政治コミュニケーション論入門

＜行政・公共政策コース＞ ● 行政救済法　● 労働法

● 政治学特殊講義(1)～(4)
● 実務者講座
● 比較憲法
● 時事問題研究

● 外交史
● 国際関係とメディア
● 世界政治とメディア
● 国際経済論ａ／ｂ

● 地域計画論Ａ／Ｂ
● 時事英語
● 財政学
● 他コースの選択必修科目など

● 基礎演習 ● 演習Ⅰ
● 外書講読ⅠＡ／Ｂ（英書）

● 演習Ⅱ
● 外書講読ⅡＡ／Ｂ（英書）

● 国際紛争解決法　● 社会保障法　● 経済法

＜現代社会と政治コース＞
● 政治学方法論１・２
● 現代政治理論応用
● 政治思想史
● 政治制度論
● 日本政治史
● ヨーロッパ政治史
● 政治過程論
● 国際関係論
● 比較政治学
● 政治社会学
● 政治経済学
● 外交・安全保障論
● グローバルガバナンス論
● ジェンダーと政治

＜行政・公共政策コース＞
● 地方行政
● 行政法総論
● 民法（総則・物権法）
● 刑法総論
● 地方自治法
● 都市・まちづくり論
● 社会政策
● 公共政策論
● 政治経済学
● 行政救済法
● 労働法
● 国際関係論
● 地球環境政治論

＜国際・地域研究コース＞
● ヨーロッパ政治史
● 日本政治史
● 国際関係論
● 比較政治学
● 外交・安全保障論
● 国際法
● 政治経済学
● 北米政治論
● 中南米政治論
● オセアニア政治論
● 中東政治論
● アフリカ政治論
● 東アジア政治論
● 東南アジア政治論
● 南アジア政治論
● ロシア政治論
● ヨーロッパ政治論
● ＥＵ政治論
● グローバルガバナンス論

＜政治とメディア研究コース＞
● 政治制度論
● 政治過程論
● 比較政治学
● 政治学方法論１・２
● マス・コミュニケーション論
● ジャーナリズム論
● 比較メディア論１・２
● 数量政治学
● 政治心理学
● 政治社会学
● 政治経済学
● 国際関係論
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 ［ 2年次 ］後期

1
2
3
4
5
6

Mon.

人文地理学概説
生徒指導論（進路指導を含む）
政治経済学

Tue.

学習・発達論
ヨーロッパ政治史
基礎演習
国際関係論

Wed.

英語ⅡBb
日本政治史
時事問題研究
政治思想史

Thu.
教育制度・環境論
政治制度論
宗教学概説
地誌学概説

特別活動論・総合的な学習の時間の指導法

Fri.

教育相談
日本史概説
英語ⅡDb
世界史概説

Sat.
英語ⅡAb
刑法総論

：教職課程

2026年度開講科目 ※年度当初、変更となる場合があります。




